
田
中
は
じ
め
市
議
は
、
11
月
議

会
代
表
質
問
で
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
め
ざ
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
と
共
に
、
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
な
い
、
で
き
な
い
市
民

の
権
利
保
障
の
問
題
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。

田
中
市
議
は
、
「
今
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
１
０
０
％
安
全
か
の
よ

う
な
科
学
的
と
言
え
な
い
状
況
と

ワ
ク
チ
ン
を
打
た
な
け
れ
ば
正
常

な
社
会
生
活
が
困
難
な
事
例
が
起

き
て
い
る
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
イ
コ
ー
ル
感
染
し
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
周

囲
に
感
染
を
広
げ
る
恐
れ
が
あ
る
。

従
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
な

い
、
で
き
な
い
人
を
含
め
た
行
動

制
限
緩
和
実
現
に
は
、
検
査
拡
大

に
よ
る
無
症
状
感
染
者
の
発
見
が

必
須
と
な
る
」
と
指
摘
し
、
上
定

昭
仁
市
長
に
対
し
、
「
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
な
い
、
で
き
な
い
市
民

の
権
利
保
障
が
今
後
の
ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
の
時
代
に
欠
か
せ
な
い
施
策

で
は
な
い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
上
定
市
長
は
、

「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ

制
度
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

事
業
者
は
都
道
府
県
へ
の
登
録
が

必
要
と
さ
れ
る
一
方
、
民
間
事
業

者
や
施
設
設
置
者
な
ど
が
自
社
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
利
用
者
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
歴
や
検
査
結
果
を
利

用
す
る
こ
と
は
自
由
と
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

等
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
が
、
本

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
本
市
の
施

設
に
お
い
て
は
公
平
平
等
の
観
点

か
ら
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
健
康
上
の
理
由
等
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
予
約
不
要
・
無
料
の
検

査
を
県
が
実
施
に
向
け
準
備
中
」

と
答
え
ま
し
た
。

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
11
月
議

会
一
般
質
問
で
①
島
根
原
発
再
稼

働
問
題
、
②
女
性
の
健
康
と
権
利
、

③
農
業
施
策
に
つ
い
て
の
３
項
目

の
質
問
を
し
ま
し
た
。
今
回
は
③

農
業
の
担
い
手
を
増
や
す
施
策
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
農

業
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
都
市
の

若
者
が
移
住
す
る
な
ど
田
園
回
帰

の
流
れ
が
起
こ
る
中
、
国
の
新
規

就
農
者
支
援
策
も
拡
充
さ
れ
、
後

継
者
不
足
や
耕
作
放
棄
地
を
抱
え

る
地
域
か
ら
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

た
ち
ば
な
市
議
は
松
江
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
就
農
ま
で
の
道
の
り
」

に
県
や
市
の
施
策
の
紹
介
と
共
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
心
構
え
チ
ェ
ッ

ク
」
で
厳
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。
「
農
業
は
、
そ

の
土
地
を
保
全
す
る
役
割
も
あ
り
、

環
境
の
保
全
、
持
続
可
能
な
松
江

市
を
つ
く
る
上
で
、
耕
作
す
る
だ

け
で
も
価
値
が
あ
る
。
支
援
策
と

共
に
現
在
農
業
を
し
て
い
る
方
の

魅
力
、
松
江
の
魅
力
と
を
一
緒
に

発
信
を
」
「
ふ
る
さ
と
の
荒
れ
て

い
く
土
地
を
何
と
か
し
た
い
と
思

う
多
様
な
人
々
が
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

す
る
な
ど
、
農
業
に
携
わ
る
人
が

増
え
る
よ
う
、
定
住
、
空
き
家
の

紹
介
な
ど
と
あ
わ
せ
て
窓
口
の
一

本
化
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

森
原
透
産
業
経
済
部
長
は
、

「
農
業
の
持
っ
て
い
る
魅
力
や
本

市
の
農
業
に
つ
い
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
就
農
へ
の

第
一
歩
と
な
る
と
考
え
る
。
先
輩

農
業
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
研

究
農
家
の
紹
介
な
ど
も
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
発
信
す
る
。
相
談
あ

れ
ば
空
き
家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

事
例
も
あ
り
、
丁
寧
な
対
応
を
し

て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

舟
木
け
ん
じ
市
議
は
11
月
議
会

一
般
質
問
で
、
原
子
力
災
害
避
難

計
画
（
要
支
援
者
の
避
難
）
に
つ

い
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

「
令
和
３
年
５
月
改
正
の
災
害

対
策
基
本
法
に
よ
り
、
優
先
度
の

高
い
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

避
難
計
画
に
つ
い
て
、
市
町
村
が

主
体
と
な
り
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
お
お
む
ね
５
年
程
度
で
作
成

に
取
り
組
む
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
」

「
松
江
市
で
は
す
で
に
一
部
策
定

済
み
と
さ
れ
て
い
る
が
、
進
捗
状

況
は
い
か
が
か
。
ま
た
そ
の
個
別

支
援
計
画
は
地
震
や
風
水
害
だ
け

で
な
く
、
原
発
災
害
に
も
対
応
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
」
と
質

し
ま
し
た
。

湯
町
信
夫
福
祉
部
長
は
、
「
個

別
避
難
計
画
は
平
成
21
、
22
年
度

を
中
心
に
当
時
の
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
登
載
の
約
６
千
人
の

計
画
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
死
亡

や
転
居
等
で
現
在
は
約
３
千
人
と

な
っ
て
い
る
」
「
災
害
対
策
基
本

法
の
改
正
で
個
別
避
難
計
画
の
作

成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と
さ
れ

る
と
と
も
に
、
国
か
ら
標
準
様
式

が
示
さ
れ
、
介
護
認
定
、
障
が
い

者
手
帳
の
交
付
状
況
や
避
難
時
の

支
援
者
情
報
な
ど
に
加
え
、
新
た

に
避
難
場
所
や
避
難
経
路
が
追
加

さ
れ
た
」
「
本
市
で
は
現
在
、
個

別
避
難
計
画
作
成
の
基
盤
と
し
て
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
居
住
地
や

避
難
場
所
の
情
報
は
も
と
よ
り
、

民
生
児
童
委
員
の
担
当
地
区
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
情
報
を
一

元
管
理
で
き
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム

へ
の
更
新
を
行
っ
て
い
る
」
「
今

後
は
地
域
の
支
援
者
の
皆
さ
ん
、

福
祉
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
被

災
リ
ス
ク
の
高
い
対
象
者
の
方
を

優
先
し
計
画
的
に
個
別
避
難
計
画

を
作
成
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
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コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
な
い
・
し
な
い
市
民
へ
の
支
援
を

田
中
は
じ
め
市
議
代
表
質
問
⑤

原
子
力
災
害
避
難
計
画
～
要
支
援
者
の
避
難
に
つ
い
て

舟
木
け
ん
じ
市
議
一
般
質
問
⑤

２
月
６
日
、
し
ま
ね
地
域
自
治

研
究
所
の
第
18
回
通
常
総
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
今
年
度
の

事
業
計
画
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

研
究
所
で
は
、
一
昨
年
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
下
で
、

県
民
生
活
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
て
い
る
の
か
、
「
医
療
・
福

祉
」
「
営
業
・
雇
用
」
な
ど
、
各

分
野
の
現
場
を
よ
く
知
る
方
々
を

講
師
に
招
い
て
「
連
続
講
座
」
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
８
月

に
は
大
田
市
で
「
夏
の
学
校
」
を

開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
地
域
社

会
を
ど
う
す
る
の
か
、
一
日
を
か

け
て
議
論
も
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後
の
地

域
社
会
で
は
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
、

地
域
間
格
差
を
な
く
す
地
方
自
治

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自
治
体
を
、

住
民
が
創
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
「
連
続
講
座
」
等
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
諸
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
政
策
研
究
と
共
に
、
課

題
ご
と
の
運
動
と
、
そ
れ
ら
を
統

合
す
る
共
同
と
連
帯
が
必
要
で
す
。

研
究
所
の
会
員
は
、
県
内
各
地

の
自
治
体
に
い
ま
す
。
各
地
域
の

会
員
を
核
に
し
て
、
地
域
課
題
を

実
地
で
研
究
・
検
討
す
る
「
ま
ち

研
究
会
」
を
少
人
数
か
ら
で
も
気

軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
今
後
の

住
民
運
動
の
「
種
」
に
な
ら
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

県
政
の
課
題
研
究
と
し
て
は
、

来
年
４
月
の
県
知
事
選
挙
に
向
け

て
、
「
県
民
生
活
白
書
・
施
策
提

言
集
」
の
発
刊
を
考
え
て
い
ま
す
。

研
究
者
の
方
の
協
力
を
得
て
、

分
野
ご
と
の
現
状
分
析
や
施
策
提

言
を
行
う
と
共
に
、
県
内
諸
団
体

か
ら
の
意
見
も
掲
載
し
ま
す
。
こ

の
「
白
書
・
提
言
集
」
が
、
コ
ロ

ナ
禍
後
の
島
根
を
ど
う
創
る
の
か

の
参
考
と
な
る
よ
う
力
を
集
中
し

て
頑
張
り
ま
す
。
発
刊
の
際
に
は
、

是
非
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
、
提

言
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

田中はじめ
市議会議員

舟木けんじ
市議会議員

たちばなふみ
市議会議員

し
ま
ね
自
治
研
第
１
８
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
ね
自
治
研
事
務
局
長

塩
冶
隆
彦

担
い
手
ふ
や
し
て
農
業
の
発
展
を

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
一
般
質
問
⑤


